
　　　　

令和6 年 7 月 30 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

・学校、併用事業所、各機関、相談支援事業所との情報連携や調整、支援
　方法についての情報共有、相談援助。
・医療機関との情報連携。

職員の質の向上

・利用児に対する担当者会議での情報共有。
・社内研修の実施。（虐待防止、事故防止、感染症対策、防災など）
・外部研修への参加。

主な行事等

・月に1回、事業所内行事。（遠足、クッキングなど）　・年に2回、避難訓練
・季節に合わせたイベント。（お花見やクリスマス会など）
・地域行事への参加。

・言葉の表出や理解の幅を広げると共に、他者との適切なコミュニケーション方法を学ぶ支援を行います。
・言語理解や特性に合わせた読み書き向上のための支援を行います。

・良いことや悪いことがあることに気付き、考えながら行動が出来るよう支援をします。
・集団の中の一人として、できる範囲で係り活動を行いできたことを共有し、達成感を味わいます。
・友達や支援員とルールのある遊びを楽しみ、協調性を向上します。

家族支援

・家族の不安や困りごとなどの相談援助。

移行支援

・学校、各関係機関との連携
・生活向上を意識し、地域住民との交流を図り、地域活動に参加する。

本
人
支
援

支　援　内　容

・食事、衣類の着脱、排泄等の生活に必要な基本的生活スキルの向上を目指します。
・健康状態の維持・改善：到着時の検温や視診、また活動中も常に観察を行い健康状態や心身の異変の把握に努める。

・創作活動を通して季節を感じられるような取り組みを行います。
・リトミック遊びなどを行い、音楽に親しむ環境支援を行い、園庭や公園などでかけっこやボール遊びなど体幹を鍛える取り組みを行い、体を動かす楽しさを味わえるよう支援します。
・お散歩などで季節の移り変わりを肌で感じていける支援を行います。

・日々の生活や課題に取り組みながら色や形、大きさを知る機会を作ります。
・利用児一人一人の理解できる範囲、理解の方法を把握し、支援を行い、本人の艱難さや生きづらさが軽減していけるようにします。

法人（事業所）理念 創意と工夫をして明るく元気な職場作り。

支援方針

・利用者と共に明るく生きる社会づくり、地域づくりを目指す。
・利用者の個性、主体性、可能性を大切にするとともに、自己決定を尊重する。
・利用者に対する、いかなる差別、上下関係、虐待、人権侵害を許さず、人としての権利を擁護する。
・利用者が、豊かな生活を実感し充実した人生が送れるよう支援し続ける。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 多機能型事業所　放課後等デイサービス　希良里 支援プログラム（参考様式） 作成日


